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　次に，統計的予測の方法の改良，開発が杜会統計学の重要な課題である 。経

済の計画的運営や杜会経済政策の必要性が高まるにつれて，統計の将来予測が

重要にた ってくる 。現在行われている統計的予測は，多くの場合回帰式や傾向

式あるいはそれの連立方程式による予測であ って，そこへ確率的判断を付げ加

えて精綴化されており ，また将未人口のように推算方法による予測も行われて

いる 。統計的予測は過去の統計的な変化や関連が今後も続くものと仮定して行

われるのであるが，この仮定は満たされ難いのが普通であるから精度の点では

問題が多い。相関係数を手掛かりに説明変数を選ぶとい った機械的なやり方で

なく ，一つひとつの統計の動きを調べて規則性を見出し，統計的規則性をでき

るだけ多く利用することが予測の精度を高めるのに役立つであろう 。ｒ理論な

き測定」は無力であるが，経済学に依拠して行われた測定が必ず正しい予測値

をもたらすとは限らないのであ って，ここに統計的予測の研究が杜会統計学の

課題となる理由がある 。

　最後に，杜会統計学の理論に即した数理解析の方法の発展を図ることの必要

性を指摘したい。統計が表わす杜会集団現象の性質，変動，相互関係の理解は ，

杜会科学の理論に拠って統計を吟味し比較することによっ て可能であるが，数

理解析によっ て始めて明確になる場合も多い。ハードとしての統計資料を有効

に利用するにはソフトとしての統計解析が必要である 。数理統計学の手法の無

批判的な準用ではなく ，それを杜会科学的に有意義な結果を得る統計解析の手

法に改め，更に杜会集団現象独特の解析方法を開発しなければならたいが，こ

の点で杜会統計学に立後れがあると思う 。

　以上のような杜会統計学の課題を果たすためには，統計学者が個別科学の研

究者と同じように杜会現象の研究に立向わねぱならたいであろう 。杜会統計学

は形式的方法学であるが実質科学的研究を必要とすることを知らねぱならぬ 。

（ユ０４７）
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